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遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
ｔ
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

下
永
東
方
遺
跡
は
奈
良
盆
地
中
央
部
、

奈
早

下
永

東

方
遺
跡

所
在
地
　
　
　
奈
良
県
磯
城
郡
川
西
町
下
永
東
方

調
査
期
間
　
　
一　
第
三
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年

（平
１６
）
七
月
―

一
二

月
、
二
　
第
四
次
調
査
　
一
一〇
〇
四
年
七
月
―

一
一
月

発
掘
機
関
　
　
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所

調
査
担
当
者
　
一　
川
上
洋

一
、
二
　
岡
田
憲

一

遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

の
中
で
最
も
東
に
位
置
す
る
第
三
次
調
査
区
の
東
約
五
〇
ｍ
に
は
高
堂
八
幡
神

社
が
あ
り
、
そ
の
一
帯
は
白
米
密
寺
の
伝
承
地
で
あ
る
。
下
永
東
方
追
跡
の
各

調
査
区
か
ら
は
奈
良
時
代
の
瓦
も
出
土
し
て
お
り
、
白
米
密
寺
の
伝
承
と
関
わ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
寺
院
の
存
在
を
直
接
的
に
示
唆
す
る
遺
構

は
未
だ
検
出
さ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
調
査
地
か
ら
東
約
三
五
〇
ｍ
に
は
下
ツ

道
が
南
北
に
走
る
。
今
回
報
告
す
る
の
は
、
第
三
次
調
査
区
出
土
の
紀
年
銘
墨

書
の
あ
る
曲
物

一
点
と
第
四
次
調
査
区
出
上
の
木
簡
二
点
で
あ
る
。

一　
第
三
次
調
査

第
三
次
調
査
区
で
は
、
弥
生
時
代
、
古
墳
時
代
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
時
代
、

室
町
時
代
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
こ
れ
ら
の
う
ち
平
安
時
代
か
ら
鎌
倉
時
代
に

か
け
て
の
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物
二
棟
や
井
戸
七
基
、
溜
井
状
遺
構

一
カ
所

が
あ
る
。
井
戸
〇
五
三
は
、
東
西
〇

・
九
ｍ
南
北
○

・
八
ｍ
の
方
形
に
縦
板
を

組
ん
で
井
戸
枠
と
し
、
底
面
に
曲
物
を
二
段
重
ね
て
設
置
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
曲
物
の
う
ち
、
下
段
曲
物
の
帯
の
ニ
カ
所
に
墨
書
が
あ
っ
た
。
曲
物
内
の
埋

土
上
層
か
ら
は
、
井
戸
廃
絶
時
に
投
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
瓦
器
椀
二

点
が
出
土
し
た
。
そ
れ
ら
は

一
三
世
紀
後
半
の
も
の
で
、
曲
物
に
記
さ
れ
た
墨

書
の
年
代
よ
り

一
世
紀
近
く
後
の
も
の
で
あ
る
。

一
一　
第
四
次
調
査

第
四
次
調
査
区
に
お
い
て
も
、
弥
生
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
遺
構

を
数
多
く
検
出
し
た
が
、
既
往
の
調
査
で
は
稀
少
な
奈
良
時
代
の
井
戸

一
三
三

を
検
出
し
た
点
が
特
記
さ
れ
る
。
こ
の
井
戸
は
、
検
出
面
に
お
い
て
一
辺

一
・

標
高
四
四
ｍ
前
後
の
大
和
川
北
岸
に

立
地
す
る
。
検
出
遺
構
や
出
土

遺
物
か
ら
み
て
、
縄
文
時
代
か

ら
中
世
に
及
ぶ
複
合
遺
跡
で
あ

る
が
、
古
墳
時
代
と
平
安
時
代

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
遺

構
や
遺
物
が
最
も
多
く
、
後
者

井
　
に
あ
た
る
も
の
と
し
て
、
掘
立

桜

柱
建
物
や
数
多
く
の
井
戸
が
見

つ
か
っ
て
い
る
。
既
往
の
調
査



人
ｍ
の
隅
九
正
方
形
を
呈
し
、
深
さ

一
・
Ｏ
ｍ
を
測
る
素
掘
り
の
も
の
で
あ
る
。

覆
土
上
部
に
お
い
て
、
土
師
器
甕

一
個
体
が
逆
位
に
検
出
さ
れ
て
お
り
、
井
戸

廃
絶
後
に
埋
置
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
覆
土
下
部
、
底
面
よ
り

約
○

。
四
ｍ
上
位
に
は
、
人
頭
大
の
礫
と
と
も
に
奈
良
時
代
後
棄
の
土
師
器
皿
、

須
恵
器
甕
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
と
も
に
木
簡
二
点
が
出
土
し
た
。
木

簡
の
年
代
も
土
器
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
第
三
次
調
査

こ
の
曲
物
は
井
戸
底
に
本
来
の
天
地
と
逆
に
据
え
ら
れ
て
い
た
。
側
板
外
側

に
残
存
す
る
二
段
の
帯
の
う
ち
、
上
段
の
幅

一
〇

。
三
ｃｍ
の
帯
の
ニ
カ
所
に
墨

書
が
み
ら
れ
る
。
承
安
元
年

（
一
一
七
こ

の
墨
書
は
、
帯
の
中
央
に
帯
の
向

き
に
沿

っ
て
右
か
ら
左

へ
記
さ
れ
た
も
の
で
、
「儲
」
（も
う
け
る
）
は

「そ
な

え
つ
け
る
」
の
意
が
あ
り
、
こ
の
曲
物
の
使
用
開
始
時
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
「真
教
房
」
の
墨
書
は
、
先
の
墨
書
の
ち
ょ
う
ど
反
対
側
に
あ
る

硼

　

「承
安
元
年
材
賊
十
二
月
十
二
日
儲
稲
也

2004年出上の木簡

― (1)

(二方向より。天地は出土状態のまま

耐

撰坐馬は
融|

墨書部分拡大 (赤外線画像)



打
合
せ
の
樺
皮
に
よ
つ
て
三
列
に
綴
合
わ
せ
を
し
た
間
に
、
曲
物
本
来
の
向
き

で
上
か
ら
下
へ
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
曲
物
の
所
有
者
名
で
あ
ろ
う
。
帝
の
材

は
ヒ
ノ
キ
で
あ
る
。

一
一　
第
四
次
調
査

①

　

「　
□
□
□

ヽ
□
□
□
三
□

〔歳
許
力
〕

ヽ
口
□
二
□

□

□
□
□

ヽ
□
□

□
ロ
エ
Ｈ
‐十
日
」

②

　

十
七
日
日
国
人
四
人
食
米
八
升

ω
は
縦
四
片
に
割
れ
て
い
る
が
、
埋
没
時
の
土
圧
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
上
端
角
が
丸
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
ぼ
原
形
を
と
ど
め
て

い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
内
容
は
判
然
と
し
な
い
も
の
の
、
数
量
を
交
え
、
合

点
の
書
き
込
ま
れ
た
箇
所
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
何
か
を
列
記
し
て
チ
ェ
ッ
ク
を

行
な
っ
た
記
録
木
簡
の
類
と
推
察
さ
れ
る
。
②
は
食
米
支
給
木
簡
の
削
婿
か
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
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